
2015年慶應連合三田会大会  
理工学部同窓会 特別講演会

講演テーマ：

「老舗企業の改革 
　　  ～銀粒からシームレスカプセルへ～」

創業 122 年。1905 年発売の「仁丹」が一時代を築き、
1982 年のピーク時には売上高 37 億円に達するも、そ
の後、減少の一途をたどり、2003 年には 30 億円もの
赤字を計上。
そんな危機的状況にあった老舗企業の再建を引き受け、
連結売上 100 億円の最先端企業に変貌させた経営改革
の軌跡について、お話しします。

講演者略歴：
1973 年慶應義塾大学工学部応用化学科卒業、同年 4月三菱商
事株式会社入社、1997 年より同社イタリア事業投資先 Miteni
社社長。2003 年 8月森下仁丹株式会社入社（執行役員）、200
6 年 10 月代表取締役社長に就任し、現在に至る。

講演者：駒村　純一　  

　　　  森下仁丹株式会社　代表取締役社長

日　時：2015 年 10 月 25 日（日）　
　　　　13：15  -  14：00
会　場：日吉キャンパス　第 4校舎 J11 教室
　　　　　　＊当日は、13：00 より同会場で理工学部同窓会総会を行います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【お問合せ先】慶應義塾大学理工学部同窓会事務局
　　　　　　  TEL：045-562-4747（内 40900）
                            E-mail: dosokai@st.keio.ac.jp


